
（道路事業）

説明資料

中部地方整備局

平成２４年１０月３１日

一般国道４１号

石浦バイパス
い し う ら

資料９



目 次

１．一般国道４１号石浦バイパスの事業概要

（１）事業目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ １

（２）計画概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ２

２．費用対効果分析 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ３

３．前回評価時との比較表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ４

４．評価の視点

（１）事業の必要性等に関する視点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ５

①冬期交通の安全性・信頼性の向上・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ５

②交通事故の削減・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ６

③救急医療活動の支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ ７

（２）事業の進捗の見込みの視点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ８

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ９

５．県・政令市への意見聴取結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ９

６．対応方針（原案） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ１０

いしうら



１．一般国道４１号石浦バイパスの事業概要

（１）事業目的

石 浦 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図

一般国道４１号は、愛知県名古屋市を起点とし、愛知県犬山市、岐阜県高山市などの主要都市を経て富山県富山市に至る

延長約２５０kmの主要幹線道路です。

本事業の一般国道４１号石浦バイパスは、岐阜県高山市久々野町久々野から岐阜県高山市千島町に至る延長９．２kmのバ

イパスであり、下記の３点を主な目的として事業を推進しています。

①冬期交通の安全性・信頼性の向上 ②交通事故の削減 ③救急医療活動の支援

一般国道４１号は、愛知県名古屋市を起点とし、愛知県犬山市、岐阜県高山市などの主要都市を経て富山県富山市に至る

延長約２５０kmの主要幹線道路です。

本事業の一般国道４１号石浦バイパスは、岐阜県高山市久々野町久々野から岐阜県高山市千島町に至る延長９．２kmのバ

イパスであり、下記の３点を主な目的として事業を推進しています。

①冬期交通の安全性・信頼性の向上 ②交通事故の削減 ③救急医療活動の支援
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（２）計画概要

－ ２ －

標 準 断 面 図
●事業名 ：一般国道４１号 石浦バイパス

●起終点 ：（起点）岐阜県高山市久々野町久々野

（終点）岐阜県高山市千島町

●延長 ：９.２km

●道路規格 ：第３種第２級（１工区）、第３種１級（２工区）

●設計速度 ：６０ km/h（１工区）、８０km/h（２工区）

●車線数 ：２車線（１工区）、４車線（２工区）

●都市計画決定：平成１２年（２工区）

●事業化 ：平成１５年度（１工区）、平成１２年度（２工区）

●用地着手年度：平成１６年度

●工事着手年度：未着手

●前回の再評価：平成２１年度

（指摘事項なし：継続）

●全体事業費 ：４２５億円

●事業名 ：一般国道４１号 石浦バイパス

●起終点 ：（起点）岐阜県高山市久々野町久々野

（終点）岐阜県高山市千島町

●延長 ：９.２km

●道路規格 ：第３種第２級（１工区）、第３種１級（２工区）

●設計速度 ：６０ km/h（１工区）、８０km/h（２工区）

●車線数 ：２車線（１工区）、４車線（２工区）

●都市計画決定：平成１２年（２工区）

●事業化 ：平成１５年度（１工区）、平成１２年度（２工区）

●用地着手年度：平成１６年度

●工事着手年度：未着手

●前回の再評価：平成２１年度

（指摘事項なし：継続）

●全体事業費 ：４２５億円

いしうら
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１工区（宮峠トンネル）

トンネル部 土工部

２工区（宮高山バイパス）

トンネル部

土工部
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◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
事業費＋維持管理費

○投資効率性の評価

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
３９４億円 ＋ ６９億円 ＋ １６億円

３３２億円 ＋ ３５億円

４７９億円
＝

※未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。

◇Ｂ／Ｃ（残事業） ＝ ＝

走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

＝
３９４億円 ＋ ６９億円 ＋ １６億円 ４７９億円

２８９億円 ＋ ３５億円

３６７億円

３２４億円

○前回評価時の費用便益（Ｂ／Ｃ）との比較

◇前回再評価時 事業全体＝１．５ 残事業＝１．７

◇今回再評価時 事業全体＝１．３ 残事業＝１．５

【前回再評価時からの変更点】

１．将来交通需要推計手法の改善

①生成交通量推計手法の改善（推計モデル及び将来フレーム設定を統一）

②需要推計に係る条件設定の変更（ネットワークの設定について、現況に加え、事業化済みの箇所のみを考慮）

２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２１→Ｈ２４）

３．暫定供用を考慮

－ ３ －

２．費用対効果分析（費用便益比（Ｂ／Ｃ））

■走行時間短縮便益：石浦バイパスの整備がない場合の走行時間費用（所要時間×時間価値）から、整備した場合の走行時間費用を減じた差額
■走行経費減少便益：石浦バイパスの整備がない場合の走行経費（燃料費、油脂費、タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費等）から、整備した場合

の走行経費を減じた差額（例：燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、車両整備（維持・修繕）費、車両償却費等）
■交通事故減少便益：石浦バイパスの整備がない場合の交通事故による社会的損失額（人的損害額、物的損害額、事故渋滞による損害額等）から、整備

した場合の交通事故による社会的損失額を減じた差額（交通事故による社会的損失：運転者、同乗者、歩行者に関する人的損害額、
交通事故により損壊を受ける車両や構築物に関する物的損害額及び事故渋滞による損失額）

■事業費 ：石浦バイパスの整備に要する費用（工事費、用地費等）
■維持管理費 ：石浦バイパスを供用後の道路管理に要する費用（維持費、清掃費、照明費等）

１．３

１．５

便益

費用



事 項
前回評価

（Ｈ２１再評価）

今回評価

（Ｈ２４再評価）
備 考

全体事業費 ４２５億円 ４２５億円

費用対効果（Ｂ／Ｃ） １．５ １．３

事業全体

総費用（Ｃ）
３３１億円 ３６７億円

・基準年次の変更

総便益（Ｂ）
４９５億円 ４７９億円

・将来交通需要推計手法の改善
・基準年次の変更
・暫定供用を考慮

費用対効果（Ｂ／Ｃ） １．７ １．５

残事業

総費用（Ｃ）
２９２億円 ３２４億円

・基準年次の変更

総便益（Ｂ）
４９５億円 ４７９億円

・将来交通需要推計手法の改善
・基準年次の変更
・暫定供用を考慮

事業を巡る社会情勢等

の変化

死傷事故率（Ｈ１６－Ｈ１９）

２７５．１件/億台キロ・年

区間 大値

死傷事故率（Ｈ１９－Ｈ２２）

２３１．８件/億台キロ・年

区間 大値

事業の進捗状況 事業 ９％

用地 ３７％

事業 ９％

用地 ４４％

－ ４ －

３．前回評価時との比較表
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４．評価の視点

１）事業を巡る社会情勢等の変化１）事業を巡る社会情勢等の変化

（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点
①① 冬期交通の安全性・信頼性の向上冬期交通の安全性・信頼性の向上

２）事業の投資効果２）事業の投資効果

宮峠はカーブも厳しいし、冬は

積雪などの影響が怖いので、

特に通りたくない。

もっと快適な道を作ってほしい。

〈宮峠トンネルによる線形不良区間の回避〉

宮峠トン
ネル

〈周辺住民の期待の声〉

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■国道４１号は、岐阜県と富山県を結ぶ主要幹線道路であり、並行する東海北陸自動車道には危険物積載車両の通行禁止トンネルがあるこ

とから、大型車の通行も多く見られます。

■当該区間の国道４１号現道は、平面・縦断ともに道路線形が厳しいため、積雪時には大型車のスタックの危険性が高くなります。

２）事業の投資効果

■石浦バイパス整備により、厳しい道路線形を回避し、気象条件に左右されにくい信頼性の高い道路を確保します。

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■国道４１号は、岐阜県と富山県を結ぶ主要幹線道路であり、並行する東海北陸自動車道には危険物積載車両の通行禁止トンネルがあるこ

とから、大型車の通行も多く見られます。

■当該区間の国道４１号現道は、平面・縦断ともに道路線形が厳しいため、積雪時には大型車のスタックの危険性が高くなります。

２）事業の投資効果

■石浦バイパス整備により、厳しい道路線形を回避し、気象条件に左右されにくい信頼性の高い道路を確保します。

急勾配・急カーブを回避でき、
安全な通行が可能

Webモニターアンケート調査結果（Ｈ２４．６実施）
高山市在住 ２０歳代 女性

：バイパスルート
：曲線半径100m未満
：縦断勾配４％以上

至
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山

〈国道４１号現道の道路線形〉

急カーブが多数存在
（Ｒ＜１００m）
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【平面図】

【縦断図】
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大型車のスタック
の危険性が増大

〈宮峠区間における大型車の交通状況〉
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約1,700台／日の大型車が利用

〈危険物積載車両の通行禁止トンネル〉

※大型車交通量：H21.4-H22.3トラカンデータ（宮峠設置トラカン）
※岐阜県１２時間平均：H22センサス時間帯別交通量より算出

岐阜県１２時間平均１４％

飛騨ＴＮ
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：危険物積載車通行止めトンネル
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危険物積載車は国
道４１号を走行。特
に冬期交通は課題

冬期の大型車の交通
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４．評価の視点

１）事業を巡る社会情勢等の変化１）事業を巡る社会情勢等の変化

②② 交通事故の削減交通事故の削減

〈石浦バイパスの死傷事故発生状況〉

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■１工区は、急勾配・急カーブが連続しており、特にヘアピンカーブを中心に事故が多発しています。

■また、１工区では重大事故（死亡事故）の危険性が高い正面衝突事故の割合が約３割と最も高くなっています。

■２工区は、死傷事故率が高山国道管内平均の約１０倍の区間が存在しています。

２）事業の投資効果

■石浦バイパスの整備により、厳しい道路線形区間を回避し、区間内最大事故率箇所を回避することで現道部の事故危険性が軽減されます。

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■１工区は、急勾配・急カーブが連続しており、特にヘアピンカーブを中心に事故が多発しています。

■また、１工区では重大事故（死亡事故）の危険性が高い正面衝突事故の割合が約３割と最も高くなっています。

■２工区は、死傷事故率が高山国道管内平均の約１０倍の区間が存在しています。

２）事業の投資効果

■石浦バイパスの整備により、厳しい道路線形区間を回避し、区間内最大事故率箇所を回避することで現道部の事故危険性が軽減されます。

n=１7

重大事故の
危険性が高い
正面衝突が

も多い

２）事業の投資効果２）事業の投資効果
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交通事故件数が
約８割削減

(件/年)

※整備前は現況値、整備後は推計値より算出

〈石浦BP現道部の交通事故件数の削減〉

〈事故の危険性が高いと思う割合 〉

そう思う
３５％

まあそう
思う
４３％

あまり
そう思わない

１５％

思わない
４％

わからない
３％

観光施設アンケート調査結果 （Ｈ２４．６実施）
モニター数 n=９７ （道の駅なぎさ利用者）

約８割の方が
危険と回答

宮高山BP

４件

１件 ３件 ３件

６件

１件
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２件

１８件

４件
１件

２件

１件

高山国道管内平均 ２２．３件/億台km（交通事故統合データベースH19-22）

６件
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〈ヘアピンカーブを中心に事故が多発〉

事故発生時の様子

Ｈ23.7.8
宮峠区間

：事故発生箇所



〈大野分署～高山赤十字病院の救急搬送経路〉

－ ７ －

４．評価の視点

１）事業を巡る社会情勢等の変化１）事業を巡る社会情勢等の変化

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■高山市内の救急搬送者は、高齢者が約６割と高く、特に大野分署から高山赤十字病院への救急搬送は、国道４１号を利用しています。

■一之宮地区から高山市街地への主要幹線道路は、国道４１号しか無く、国道３６１号へ迂回する場合、約２０分の遅れが生じます。

２）事業の投資効果

■宮峠トンネル（石浦バイパス１工区）整備により、急カーブを回避でき、走行性が安定し、傷病者の負担軽減が期待できます。

■石浦バイパス整備により、冬期における大野分署から高山赤十字病院への搬送時間が約５分短縮でき、救命活動を支援します。

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■高山市内の救急搬送者は、高齢者が約６割と高く、特に大野分署から高山赤十字病院への救急搬送は、国道４１号を利用しています。

■一之宮地区から高山市街地への主要幹線道路は、国道４１号しか無く、国道３６１号へ迂回する場合、約２０分の遅れが生じます。

２）事業の投資効果

■宮峠トンネル（石浦バイパス１工区）整備により、急カーブを回避でき、走行性が安定し、傷病者の負担軽減が期待できます。

■石浦バイパス整備により、冬期における大野分署から高山赤十字病院への搬送時間が約５分短縮でき、救命活動を支援します。

③③ 救急医療活動の支援救急医療活動の支援

２）事業の投資効果２）事業の投資効果

〈医療施設への所要時間短縮〉

高山赤十字病院
第三次医療施設

高山消防署
大野分署

※通常期旅行速度：民プロデータ (H２２.４～１１平日平均)
冬期旅行速度：民プロデータ (H２３.１平日平均）

※バイパスルートは、バイパス区間を設計速度として算出
※括弧内は冬期所要時間

大野分署
管轄エリア

高山赤十字病院
第三次医療施設

361

主な救急搬送ルート

《R41ルート所要時間》
久々野町～高山赤十字病院

１８分（２０分）
一之宮町～高山赤十字病院

９分（１０分）

：Ｒ４１ルート
（久々野町～高山赤十字病院）

：Ｒ３６１ルート
（一之宮町～高山赤十字病院）

※通常期旅行速度：民プロデータ (H２２.４～１１平日平均)
冬期旅行速度：民プロデータ (H２３.１平日平均）

※括弧内は冬期所要時間

一之宮
地区

高山消防署
大野分署

久々野
地区

迂回ルート
《R361ルート所要時間》

２７分（３０分）

一之宮町からR361
を代替路として利用
する場合、大幅な遅
れが発生

冬期においても
搬送時間が安定

現道ルート
１８分（２０分）

バイパスルート
１５分（１５分）

宮
峠
バ
イパ

ス

：横加速度0.15G以上

【傷病者への負担軽減】
横加速度０．１５Ｇを超え
る場合、救急搬送患者
の容態に悪影響を及ぼ
す可能性がある。

出典：日本道路会議論文資料

バイパスルート走行により、
傷病者への負担も軽減

プローブ調査 H24.6実施

トピック



－ ８ －

４．評価の視点

３）事業の進捗状況
■事業進捗率は９％、用地取得率は４４％に至っています。（平成２３年度末）

■高山市久々野町久々野～高山市千島町間（Ｌ＝ ９．２ｋｍ）は、用地買収を推進しています。

■（参考） 前回再評価時 ： 事業進捗率は９％、用地取得率は３７％

３）事業の進捗状況
■事業進捗率は９％、用地取得率は４４％に至っています。（平成２３年度末）

■高山市久々野町久々野～高山市千島町間（Ｌ＝ ９．２ｋｍ）は、用地買収を推進しています。

■（参考） 前回再評価時 ： 事業進捗率は９％、用地取得率は３７％

■高山市久々野町久々野～高山市一之宮町間（Ｌ＝４．７ｋｍ）は、早期２車線供用を目指す。

■高山市一之宮町～高山市千島町間（Ｌ＝ ４．５ｋｍ）は、早期暫定２車線供用を目指す。

■高山市久々野町久々野～高山市一之宮町間（Ｌ＝４．７ｋｍ）は、早期２車線供用を目指す。

■高山市一之宮町～高山市千島町間（Ｌ＝ ４．５ｋｍ）は、早期暫定２車線供用を目指す。

（ ２ ） 事 業 の 進 捗 の 見 込 み の 視 点（ ２ ） 事 業 の 進 捗 の 見 込 み の 視 点

国道41号石浦バイパス

岐阜県 １工区 L=4.7km ２工区 L=4.5km

石浦バイパス L=9.2km
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〈事業中〉
：４車線（計画）

：２車線（計画）

：国道
：県道
：主要地方道



改良計画案：橋長４０ｍ

－ ９ －

４．評価の視点

５．県・政令市への意見聴取結果

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

２）代替案立案等

■国道４１号石浦バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、冬期交通の安全性・信頼性の

向上、交通事故の削減、救急医療活動の支援など期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

２）代替案立案等

■国道４１号石浦バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、冬期交通の安全性・信頼性の

向上、交通事故の削減、救急医療活動の支援など期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

■岐阜県の意見

対応方針（原案）案のとおり、事業の継続について異存ありません。

今後の事業実施にあたっては、県内における他の直轄道路事業の進捗状況や優先度を踏まえ、本県と十分な調整をしていただくとともに、

コスト縮減の徹底をお願いします。

■岐阜県の意見

対応方針（原案）案のとおり、事業の継続について異存ありません。

今後の事業実施にあたっては、県内における他の直轄道路事業の進捗状況や優先度を踏まえ、本県と十分な調整をしていただくとともに、

コスト縮減の徹底をお願いします。

１）コスト縮減
■橋長の縮小、法面部の盛土化により、約２億円のコスト縮減を図っています。

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

１）コスト縮減
■橋長の縮小、法面部の盛土化により、約２億円のコスト縮減を図っています。

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

〈コスト縮減策①：橋長の縮小〉 〈コスト縮減策②：法面の盛土化〉

河川管理者との協議調整により橋長を縮小

現道 バイパス

法面部を盛土ポケットとすることで、
発生残土の有効活用

当初計画案：橋長５０ｍ
橋長を10m

縮小

盛土ポケット
として利用

《位置図》

石浦バイパス
L=9.2km

対象箇所
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（２）事業の進捗の見込みの視点
■高山市久々野町久々野～高山市一之宮町間（Ｌ＝４．７ｋｍ）は、早期２車線供用を目指す。
■高山市一之宮町～高山市千島町間（Ｌ＝ ４．５ｋｍ）は、早期暫定２車線供用を目指す。

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
■橋長の縮小、法面部の盛土化により、約２億円のコスト縮減を図っています。

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

■国道４１号石浦バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、冬期交通の安全性・信頼性
の向上、交通事故の削減、救急医療活動の支援など、期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難な状況である。

（２）事業の進捗の見込みの視点
■高山市久々野町久々野～高山市一之宮町間（Ｌ＝４．７ｋｍ）は、早期２車線供用を目指す。
■高山市一之宮町～高山市千島町間（Ｌ＝ ４．５ｋｍ）は、早期暫定２車線供用を目指す。

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
■橋長の縮小、法面部の盛土化により、約２億円のコスト縮減を図っています。

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

■国道４１号石浦バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、冬期交通の安全性・信頼性
の向上、交通事故の削減、救急医療活動の支援など、期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難な状況である。

－ １０ －

６．対応方針（原案）
平成２１年度の事業評価監視委員会から一定期間（３年間）が経過したことから、以下の３つの視点で再評価を行いました。

（１）事業の必要性等に関する視点
１）事業を巡る社会情勢等の変化

■国道４１号現道は、平面・縦断ともに道路線形が厳しいため、積雪時には大型車のスタックの危険性が高い

■国道４１号現道は急勾配・急カーブが連続しており、特にヘアピンカーブを中心に事故が多発

■一之宮地区から高山市街地への主要幹線道路は、国道４１号しか無く、国道３６１号へ迂回する場合、約２０分の遅れが発生

２）事業の投資効果

■厳しい道路線形を回避し、気象条件に左右されにくい信頼性の高い道路を確保

■石浦バイパスの整備により、厳しい道路線形区間を回避し、区間 大事故率箇所を回避することで現道部の事故の危険性が軽減

■石浦バイパスの整備により、冬期における大野分署から高山赤十字への搬送時間が約５分短縮でき、救命活動を支援

■費用便益比（Ｂ／Ｃ） 事業全体の投資効率性の評価 ＝ １．３

３）事業の進捗状況

■事業進捗率は９％（平成２３年度末）

■用地取得率は４４％（平成２３年度末）

（１）事業の必要性等に関する視点
１）事業を巡る社会情勢等の変化

■国道４１号現道は、平面・縦断ともに道路線形が厳しいため、積雪時には大型車のスタックの危険性が高い

■国道４１号現道は急勾配・急カーブが連続しており、特にヘアピンカーブを中心に事故が多発

■一之宮地区から高山市街地への主要幹線道路は、国道４１号しか無く、国道３６１号へ迂回する場合、約２０分の遅れが発生

２）事業の投資効果

■厳しい道路線形を回避し、気象条件に左右されにくい信頼性の高い道路を確保

■石浦バイパスの整備により、厳しい道路線形区間を回避し、区間 大事故率箇所を回避することで現道部の事故の危険性が軽減

■石浦バイパスの整備により、冬期における大野分署から高山赤十字への搬送時間が約５分短縮でき、救命活動を支援

■費用便益比（Ｂ／Ｃ） 事業全体の投資効率性の評価 ＝ １．３

３）事業の進捗状況

■事業進捗率は９％（平成２３年度末）

■用地取得率は４４％（平成２３年度末）

以上のことから、一般国道４１号石浦バイパスの事業を継続する。


